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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクシートを収納したインクカセットを着脱自在に保持するインクカセット保持部を
有し、上記インクカセットから繰り出される上記インクシートをサーマルヘッドで加熱し
記録紙に転写する熱転写式の印刷装置又は複写装置において、
上記インクカセット保持部は、上記インクカセットの両側に設けた係合部に係合し上記イ
ンクカセットを所定位置まで導く案内溝が設けられた一対のガイド部材と、上記インクカ
セットに設けたラックと噛合し上記インクカセットを上記案内溝に沿って上記所定位置ま
で搬送するピニオンと、駆動源からの駆動力を上記ピニオンに伝達する駆動同期ギヤと、
上記駆動同期ギヤから伝達される駆動力によって回動し上記インクカセットを上記案内溝
に沿って搬送する搬送ローラと、上記インクカセットの挿入検知手段とを備え、
　上記挿入検知手段が上記インクカセットの挿入を検知すると、上記搬送ローラ及び上記
ピニオンが駆動され、搬送の初期段階は上記搬送ローラによって、途中からは上記ピニオ
ンによって、上記インクカセットが上記案内溝に沿って上記所定位置まで搬送され保持さ
れることを特徴とする印刷装置又は複写装置。
【請求項２】
　請求項１記載の印刷装置又は複写装置において、上記駆動同期ギヤと上記ピニオンとの
間に動力伝達用のねじりばねを介在させ、上記インクカセットの位置を検知するカセット
位置検知手段を備え、上記インクカセットが上記所定位置に搬送されたことを上記カセッ
ト位置検知手段で検知したのち、上記ねじりばねが所定の角度だけねじられるまで上記駆
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動同期ギヤが駆動されて停止するようにしたことを特徴とする印刷装置又は複写装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、サーマルヘッドとインクシートを用いる熱転写方式の印刷装置又は複写装
置に係わり、特に、インクカセットの着脱機構部に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の熱転写方式のプリンタにおいて、インクカセットを着脱するやり方は、例えば、
インクカセットを装着するために、プリンタ本体に設けられているインクカセット引出ト
レイを手動で引き出し、又は収納蓋を手動で開き、そこに配備されている位置決め部にイ
ンクカセットを挿入したのち、インクカセット引出トレイ又は収納蓋を閉めるという動作
を行っていた。
　この着脱動作を簡便に行うための改善策として、リボンカセット（インクカセット）を
保持するためのリボンフレームの両側の側壁部に、リボンカセットの取り外しを円滑に行
うための移動手段として一対の傾斜部を設け、リボンカセットを取り外すときは、片方を
引き上げることにより傾斜部から離脱方向の分力が働いて、スムーズに取り外せる技術が
開示されている（例えば、特許文献１参照）。
　また、リボンカセットを巻取自在に装着する巻取機構に駆動クラッチを形成し、駆動ク
ラッチを係合解除方向へ付勢する付勢部材を設けると共に、リボンカセットを収納した際
に、駆動クラッチを付勢力に抗して係合方向へ押動して被動クラッチと係合させる押動部
材を有する熱転写プリンタが開示されている。押動部材は収納蓋側に設けられているので
、収納蓋を開けたときは係合が解除されて、インクカセットの着脱がスムーズに行えるよ
うにしたものである（例えば、特許文献２参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平９－３２３４６７号公報（第２頁、図１）
【特許文献２】特開２００１－３８９９５号公報（第２頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に示すプリンタでは、リボンカセットを着脱するときは、使用者がカバ
ーを開け、リボンカセットを手で掴み、リボンフレームに挿入又は取外しを行ってカバー
を閉めるという動作が必要であった。また、上記特許文献２に示す熱転写プリンタの場合
も、収納蓋を開き、リボンカセットをフレームに装着又は取外しを行って、収納蓋を閉じ
るという動作が必要であった。このように、従来のプリンタでは、インクカセット（リボ
ンカセット）をプリンタ本体に着脱する場合、複数回の作業が伴い、インクカセット保持
部への着脱操作は煩わしかった。
【０００５】
　この発明は、上記のような問題点を解消するためになされたもので、インクカセットを
容易にかつ迅速に装着し保持する、又は取り外すことができる印刷装置又は複写装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係わる印刷装置又は複写装置は、インクシートを収納したインクカセットを
着脱自在に保持するインクカセット保持部を有し、インクカセットから繰り出されるイン
クシートをサーマルヘッドで加熱し記録紙に転写する熱転写式の印刷装置又は複写装置に
おいて、インクカセット保持部は、インクカセットの両側に設けた係合部に係合しインク
カセットを所定位置まで導く案内溝が設けられた一対のガイド部材と、インクカセットに
設けたラックと噛合しインクカセットを案内溝に沿って所定位置まで搬送するピニオンと
、駆動源からの駆動力をピニオンに伝達する駆動同期ギヤと、駆動同期ギヤから伝達され
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る駆動力によって回動しインクカセットを案内溝に沿って搬送する搬送ローラと、インク
カセットの挿入検知手段とを備え、挿入検知手段がインクカセットの挿入を検知すると、
搬送ローラ及びピニオンが駆動され、搬送の初期段階は搬送ローラによって、途中からは
ピニオンによって、インクカセットが案内溝に沿って所定位置まで搬送され保持されるも
のである。 
【発明の効果】
【０００７】
　この発明の印刷装置又は複写装置によれば、インクカセットの挿入を挿入検知手段で検
知し、搬送ローラ及びピニオンを駆動し、搬送の初期段階は搬送ローラによって、途中か
らはピニオンによって、インクカセットをガイド部材の案内溝に沿って所定位置まで搬送
し保持するようにしたので、インクカセットの装着及び保持を容易に行うことができる。
　また、搬送ストロークの長いインクカセットでも容易に着脱することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１による熱転写方式の印刷装置のインクカセット保持部を
示す斜視図である。図２は図１の要部詳細図、図３はインクカセットの斜視図、図４はイ
ンクカセットの装着途中を示す斜視図、図５はインクカセットの装着完了状態を示す斜視
図である。
【０００９】
　熱転写方式の印刷装置としては、例えば、印刷装置を構成する枠体にプラテンローラが
回転自在に支持され、このプラテンローラと対向する位置に、プラテンローラに接離可能
にサーマルヘッドが配設されており、更に、インクシートを巻回したインクカセットが枠
体に着脱可能に装着され、インクシートがプラテンローラとサーマルヘッドとの間に繰り
出されるように構成されている。インクシートとプラテンローラとの間には、印刷される
記録用紙が挟まれて走行される。すなわち、サーマルヘッドとプラテンローラとの間にイ
ンクシートと記録用紙とが挟まれた状態になっており、サーマルヘッドに適宜信号を与え
ることにより、インクシートから記録用紙へインクが転写されるように構成されている。
　本発明は、上記のような印刷装置におけるインクカセットを着脱する搬送機構に関する
ものなので、搬送機構を中心に説明し、印刷装置全体の構成については省略する。
【００１０】
　図１に従って、インクカセット保持部及び搬送機構について説明する。
　インクカセット保持部１は、後述のインクカセットが挿入される挿入口２の左右に、一
対のガイド部材３ａ，３ｂが、前面側から奥側へ向けて並行に配置されている。このガイ
ド部材３ａ，３ｂの内側面には、インクカセットを所定位置まで導く案内溝４が設けられ
ている。ガイド部材３ａ，３ｂの前方側の上部には、案内溝４に沿ってインクカセットを
搬送させるための搬送ローラ５が、ガイド部材３ａ，３ｂに直交して設けられている。ま
た、搬送ローラ５の下方には、補助ローラ６ａ，６ｂが、ガイド部材３ａ，３ｂの内側面
に設けられている。
【００１１】
　搬送ローラ５の軸は、一端側が回動自在に支持された加圧アーム７ａ，７ｂの他端側に
配設されている。この加圧アーム７ａ，７ｂの回動端側には、付勢ばね８ａ，８ｂが設け
られて下方側に付勢されている。このため、搬送ローラ５は、常時補助ローラ６ａ，６ｂ
側へ向かう力が働いている。
　また、搬送ローラ５の軸の一端側には駆動ギヤ９が締結されており、駆動ギヤ９からア
イドルギヤ１０を介して加圧アーム７ｂの回動中心に設けられた回動中心ギヤ１１まで駆
動列が構成されている。更に、回動中心ギヤ１１から回転方向調整アイドルギヤ１２を介
して駆動同期ギヤ１４ｂへと連結されている。
　駆動同期ギヤ１４ｂは、ガイド部材３ａ，３ｂと直交して配設され同期シャフト１３の
一方の端部に軸着されており、他方の端部にも駆動同期ギヤ１４ａが設けられている。駆
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動同期ギヤ１４ａは、途中の歯車列を介して、駆動源であるセルフロック可能なウォーム
を伴った駆動モータ１５に連結されている。
【００１２】
　駆動同期ギヤ１４ａ，１４ｂの内側に接近して、同期シャフト１３に、後述のインクカ
セットに設けられているラックと噛み合うピニオン１６ａ，１６ｂが貫設されている。
　図２は、駆動同期ギヤとピニオン部分の詳細を示す（ａ）は断面図、（ｂ）は分解斜視
図である。図のように、駆動同期ギヤ１４ａとピニオン１６ａ、及び駆動同期ギヤ１４ｂ
とピニオン１６ｂの向かい合う側にはそれぞれ凹部が形成され、両凹部間には、ねじりば
ね１７が介装されている。ねじりばね１７の一端側は駆動同期ギヤ１４ａ，１４ｂに係止
し、他端はピニオン１６ａ，１６ｂに係止し、駆動同期ギヤ１４ａ，１４ｂの回転力はね
じりばね１７を介してピニオンピニオン１６ａ，１６ｂに伝達されるようになっている。
　また、同期シャフト１３との結合は、駆動源側（図で左側）はピニオン１６ａがピン１
８によって、反対側（図で右側）は駆動同期ギヤ１４ｂがピン１８によって同期シャフト
１３と固定されている。
【００１３】
　このような構成により、駆動モータ１５の回動力は、ガイド部材３ａの左側の歯車列を
経由して左側の駆動同期ギヤ１４ａに伝達される。次に、ねじりばね１７を介しピニオン
１６ａに伝達されると、ピニオン１６ａと締結されている同期シャフト１３と右側の駆動
同期ギヤ１４ａが回動する。その回動力はねじりばね１７を介し右側のピニオン１６ｂに
も伝達される。
　駆動同期ギヤ１４ｂから先は、回転方向調整アイドルギヤ１２、回動中心ギヤ１１、ア
イドルギヤ１０、駆動ギヤ９と動力が伝達されて、搬送ローラ５を回動させるようになっ
ている。
【００１４】
　挿入口２の近傍には、図１に示すように、インクカセットの挿入検知手段であるインク
カセット挿入検知センサー１９が設けられ、また、奥側にはインクカセットの挿入位置を
検知するカセット位置検知手段としてインクカセット位置検知スイッチ２０が設けられて
いる。
【００１５】
　次に、インクカセットについて図３を用いて説明する。
　インクカセット２１は、インクシート２２が巻回された供給ボビンが収納された供給ボ
ビン収納部２３と、送出されたインクシート２２を巻き取る巻取ボビンが収納された巻取
ボビン収納部２４とが、所定の間隔を空けて配置されて一体に形成されている。インクカ
セット２１の幅は、インクカセット保持部１の左右のガイド部材３ａ，３ｂ間に嵌り合う
寸法となっており、インクカセット２１の両側面に設けた係合部２５が、ガイド部材３ａ
，３ｂに設けた案内溝４に係合するようになっている。また、両側面の上部側には、前述
のピニオン１６ａ，１６ｂと噛み合うラック２６ａ，２６ｂが形成されている。また、手
前側には取手２７が設けられている。
【００１６】
　次いで、前述のような搬送機構部を備えたインクカセット保持部１に上記のインクカセ
ット２１を着脱する動作について図４，図５を参照しながら説明する。
　インクカセット２１を装着するときは、操作者がインクカセット２１の取手２７を持ち
、挿入口２から搬送ローラ５付近にまで挿入する。インクカセット挿入検知センサー１９
がインクカセット２１の挿入を検知すると駆動モータ１５が駆動し、搬送ローラ５及びピ
ニオン１６ａ，１６ｂが搬送方向に回転する。搬送ローラ５は付勢ばね８ａ，８ｂによっ
て下方に付勢されているので、インクカセット２１が搬送ローラ５に当接した後は、搬送
ローラ５に駆動されて、インクカセット２１の係合部２５が案内溝４に案内されながら、
図４のカセット装着途中図に示す状態まで、自動的に搬送されていく。
【００１７】
　搬送ローラ５により図４の状態まで搬送されたインクカセット２１は、次に、その両端
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上面側に設けたラック２６ａ，２６ｂが、搬送経路途中にあるピニオン１６ａ，１６ｂと
噛み合いを開始する。このとき、図２で説明したように、一方のピニオン１６ａは同期シ
ャフト１３と直結し、他方のピニオン１６ｂはねじりばね１７を介して駆動力が伝達され
るようになっているので、噛合い開始時に、左右で多少の位相ズレがあってもスムーズに
噛み合うことができる。
　ピニオン１６ａ，１６ｂと噛合したのちは、その駆動力により更に奥側へ搬送されて所
定位置に達し、図５に示すような状態となる。
【００１８】
　所定位置に達すると、インクカセット位置検知スイッチ２０が作動する。そして、駆動
同期ギヤ１４ａとピニオン１６ａ間に介在させているねじりばね１７が、所定の角度だけ
ねじれる位置で駆動モータ１５を停止し駆動同期ギヤ１４ａの回転を停止させることによ
り、インクカセット２１は、ピニオン１６ａ，１６ｂを介し一定のばね力が付与された状
態で、保持状態となる。
　このように、インクカセット２１を挿入口２から挿入するだけで、それ以降は所定の位
置まで自動的に搬送されて保持されるようになっている。
【００１９】
　インクカセット２１を排出する場合は、駆動モータ１５を逆回転させることにより、上
記と逆方向に駆動されて、容易に排出することができる。
【００２０】
　以上までは、インクカセットを駆動するために、インクカセット保持部側に搬送ローラ
５とピニオン１６ａ，１６ｂを設け、２段動作によって搬送する場合について説明したが
、機構を簡単にして、搬送ローラ５を省略してもよい。例えば、図１において、搬送ロー
ラ５を駆動する歯車列を省略し、インクカセット２１を途中まで（図４の状態まで）操作
者が手で挿入し、その挿入を挿入検知手段１９で検知してピニオン１６ａ，１６ｂを駆動
させ、以下、上記と同様な動作によりインクカセット２１を所定位置まで搬送して保持す
るようにしても良い。
　また、インクカセット２１の奥行き方向の寸法が短い場合であれば、ピニオン１６ａ，
１６ｂを挿入口に近い位置に設け、全行程をピニオン１６ａ，１６ｂとラック２６ａ，２
６ｂで搬送してもよい。
【００２１】
　なお、これまでの説明では、印刷装置に用いたインクカセットの着脱機構として説明し
てきたが、印刷装置に限定するものではなく、熱転写方式の複写装置のインクカセットの
着脱機構部分にも同様に適用することができる。
【００２２】
　以上のように、本実施の形態の発明によれば、インクカセット保持部は、インクカセッ
トの両側に設けた係合部に係合しインクカセットを所定位置まで導く案内溝が設けられた
一対のガイド部材と、インクカセットに設けたラックと噛合しインクカセットを所定位置
まで搬送するピニオンと、駆動源からの駆動力をピニオンに伝達する駆動同期ギヤと、イ
ンクカセットの挿入検知手段とを備え、挿入検知手段がインクカセットの挿入を検知する
と、ピニオンを駆動しインクカセットを案内溝に沿って所定位置まで搬送し保持するよう
にしたので、インクカセットの装着と保持を容易にかつ迅速に行える印刷装置及び複写装
置を提供することができる。
【００２３】
　また、上記に加え、駆動同期ギヤからの駆動力で駆動されてインクカセットを案内溝に
沿って搬送する搬送ローラを備え、挿入検知手段がインクカセットの挿入を検知すると、
搬送の初期段階は搬送ローラによって、途中からはピニオンによって、インクカセットが
案内溝に沿って所定位置まで搬送され保持されるようにしたので、自動的にインクカセッ
トの装着及び保持を行え、搬送ストロークの長いインクカセットでも容易に着脱可能な印
刷装置及び複写装置を提供することができる。
【００２４】
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　更に、駆動同期ギヤとピニオンとの間に介在させた動力伝達用のねじりばねと、インク
カセットの位置を検知するカセット位置検知手段とを備え、インクカセットが所定位置に
搬送されたことをカセット位置検知手段で検知したのち、ねじりばねが所定の角度だけね
じられるまで駆動同期ギヤが駆動されて停止するようにしたので、上記の効果に加え、ね
じりばねのばね力を付与した状態でインクカセットを保持できるため、所定位置に確実に
保持しておくことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】この発明の実施の形態１における印刷装置又は複写装置のインクカセット保持部
を示す斜視図である。
【図２】図１の要部詳細図である。
【図３】この発明の実施の形態１における印刷装置又は複写装置のインクカセットを示す
斜視図である。
【図４】この発明の実施の形態１における印刷装置又は複写装置のインクカセットの装着
途中の状態を示す斜視図である。
【図５】この発明の実施の形態１における印刷装置又は複写装置のインクカセットの装着
完了の状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２６】
　　１　インクカセット保持部　　　　　　２　挿入口
　　３ａ，３ｂ　ガイド部材　　　　　　　４　案内溝
　　５搬送ローラ　　　　　　　　　　　　６ａ，６ｂ　補助ローラ
　　７ａ，７ｂ　加圧アーム　　　　　　　８ａ，８ｂ　付勢ばね
　　９　駆動ギヤ　　　　　　　　　　　１０　アイドルギヤ
　１１　回動中心ギヤ　　　　　　　　　１２　回転方向調整アイドルギヤ
　１３　同期シャフト　　　　　　　　　１４ａ，１４ｂ　駆動同期ギヤ
　１５　駆動モータ　　　　　　　　　　１６ａ，１６ｂ　ピニオン
　１７　ねじりバネ　　　　　　　　　　１８　ピン
　１９　インクカセット挿入検知センサー
　２０　インクカセット位置検知スイッチ
　２１　インクカセット　　　　　　　　２２　インクシート
　２３　送出ボビン収納部　　　　　　　２４　巻取ボビン収納部
　２５　係合部　　　　　　　　　　　　２６ａ，２６ｂ　ラック
　２７　取手。
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